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	応用
	抗原情報
	背景
	この遺伝子は、スカベンジャー受容体システインリッチ（SRCR）スーパーファミリーのメンバーをコードしています。このファミリーのメンバーは、主に免疫系関連細胞に見られる分泌型または膜アンカー型タンパク質です。SRCRファミリーは、タンパク質間相互作用およびリガンド結合を媒介すると考えられる100～110アミノ酸からなるSRCRドメインによって定義されます。コードされているタンパク質は、12のSRCRドメイン、膜貫通領域、および細胞質ドメインを含みます。選択的スプライシングにより、異なるアイソフォームをコードする複数の転写産物バリアントが生成されます。[RefSeq提供、2014年7月],類似性：12のSRCRドメインを含みます。,組織特異性：アイソフォーム1は、脾臓、リンパ節、胸腺、および胎児肝臓で高度に発現し、骨髄では弱く発現しており、末梢血白血球では発現が認められませんでした。アイソフォーム1の発現は、単球およびマクロファージ細胞株に限定されています。アイソフォーム2は脾臓でのみ発現します。
	研究分野
	-
	画像データ
	

	CD163L1 抗体を使用した HeLa 細胞の溶解液のウェスタン ブロット分析。
	

	CD163bポリクローナル抗体を用いたHeLa細胞のウェスタンブロット分析。二次抗体は1:20000に希釈されました。
	

	パラフィン包埋ヒト肝臓の免疫組織化学分析、抗体は1:100に希釈された
	

	パラフィン包埋ヒト肺の免疫組織化学分析、抗体は1:100に希釈された
	

	パラフィン包埋ヒト肺の免疫組織化学分析、抗体は1:100に希釈された

